
都市再生整備計画　フォローアップ報告書

大津町地区
お お つ ち ょ う ち く
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１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 ● あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

106,400

見込み・確定
の別

77,000 ○

564382

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

事後評価

見込み・確定の別
1年以内の
達成見込み

人/年 67,000

その他の
数値指標３

その他の
数値指標２

指標２

その他の
数値指標１

指標３

総合所見

コミュニティセンターの新築により、
施設の利便性向上、生涯学習の充
実等が図られ、利用者数の増加に
寄与したものと考えられる。

コミュニティセンターに
対する満足度

ポイント 332

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

○

計測時期

H29年4月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

106,900

事後評価

1年以内の
達成見込み

○

指　標 従前値 目標値

指標１
コミュニティセンターの
利用者数

コミュニティセンターの新築により、
施設が新しく、また広くなるとともに、
バリアフリー化が図られ「神奈川県
バリアフリー街づくり賞」を受賞した。
さらに、生涯学習の充実等が図ら
れ、満足度の向上に寄与したものと
考えられる。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

総合所見指　標 従前値
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

※フォローアップの必要のある指標について記入

計測時期
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

※フォローアップの必要のある指標について記入事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

実施した結果

具体的内容 実施時期

事後評価シート　添付様式5－③から転記

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

・成果を持続させるために
行う方策

・地域運営協議会が主体となってイベントを開催。

コミュニティセンターの利用者の増加

実施した具体的な内容

・目標15％増しに対し、59％増しになった。
・移転前のコミュニティセンターと比べ、利用者数は
増加傾向で推移している。
・地域団体・サークルの活動がより活発になった。

今後の課題　その他特記事項

・より魅力的な生涯学習の機会を提供するとともに、地域運営協
議会等の地域団体が主体的にコミュニティセンターを活用し、周
辺地域の活性化に取り組むことが期待される。

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）


